
はじめに

　私は、1969年から1992年までの23年間、埼玉県川口市の職員として勤めて

きました。その後、研修講師として独立し、全国の自治体でたくさんの職員

のみなさんと共に学ぶ道を選び、現在に至ります。

　採用当時から仲間を募って自主研究グループをつくり、地方自治・自治体

行政のあり方についての勉強をしてきました。当時参考とした書物の多く

は、「地域に根ざした足元からの発想が大切」「住民の意見をまちづくりにい

かそう」などと、理論的にはなるほどと思えることが数多く書かれていまし

たが、では「足元からの発想」とは一体何をどうすることなのか、どうすれ

ば「住民の意見をまちづくりに生かせるのか」といった具体的な手法・取り

組み方については、ほとんど触れられてはいませんでした。

　自治体職員は、地域住民と「共に考え、共に決定し、共に行動する」、地

域で通用する職員であってほしいものです。そこで私は、職員研修の講師を

務めるようになってから、「理論武装と技術武装のバランスを重視しよう」

と、「人口推計に基づく地域課題の分析」「まちづくり白書の作成」「ＫＩＴ

－ＰＴ法の実習」など、いずれも本書で詳述している“政策手法”といった

側面を重視して、全国の様々な自治体で政策研修等を行ってきました。

　すると今度は、研修終了後に「改めて復習したいので、先生の書いたテキ

スト本はありますか？」あるいは「所属長として部下職員の政策能力を指導

していくべきですが、何からどう取り組んだらいいでしょうか？」といった

ように、参考文献を要望する声が次第に大きくなってきました。私が日頃行

っている様々な研修の内容を、総合的・体系的にまとめた単著本はまだあり

ませんでしたので、「この機会に、自治体職員のみなさんが知りたがってい

る、まちづくりにいかせる政策のつくり方とその手法をできる限り平易に、

そしてコンパクトにまとめてみよう」と思って本書をまとめました。

　自治の担い手として、なお一層勉強したい・頑張りたいとする人々に向け

て、私のこれまでの手探りと試行錯誤の中から、勉強や調査の着眼点と手順

をまとめたものです。みなさん独自の「地域を変革する力」を鍛える方法は



大きく８つに分けることができます。それを８章にまとめ、さらにどこから

読んでも構わないように、32の小項目に分けました。興味のありそうなとこ

ろからお読みください。　

　これまでを振り返ると、地方行政について研修講師をする、まちづくりを

アドバイスするといっても、当初は全く暗中模索の連続でした。思い出して

も、汗顔の至りです。その模索の中から、これからの自治体職員にとってこ

れだけは知っておいていただきたい、こういう取り組み方を身に付けていた

だきたいといったエッセンスをまとめたのが本書です。

　また、私の活動の最良の理解者であり、陰で支えてくれた妻が６年前に亡

くなり、ただこのまま馬齢を重ねるだけではと一念発起したことも本書を執

筆したもう一つの理由です。

　本書が読者それぞれの地域の発展に少しでもお役に立てば、望外の幸せで

す。

　最後になりましたが、本書を執筆するにあたり、大阪府八尾市役所の朴井

晃さん、堺市役所の米村かおるさん、そして学陽書房の宮川純一さんに大変

お世話になりました。心から感謝申し上げます。

　2013年６月

浦野秀一　
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　いきなり古い話で恐縮ですが、私は今日の“まちづくりブーム”をつ
くったのは、北海道池田町だと思います。1970 年代に町役場が「十勝
ワイン」をつくって、一躍世間の注目を浴びました。
　するとほどなく、全国の自治体でワインづくりが流行りだしました。
　「ドコデモ・ワイン」。この「十勝ワイン」の部分に最近の各地のまち
づくりを当てはめても、ほぼ同じことが言えるのではないでしょうか。
例えば、食のイベントや一頃流行ったテーマパーク等々です。これはも
うまちづくりではなく“マネづくり”です。
　しかし、“マネづくり”が決して悪いわけではありません。物事には
全て目的と手段があるとすると、肝心なのは目的つまり魅力と活力のあ
るまちづくりにつながっているかどうかです。
　今日、全国各地域でまちづくりに取り組んでいますが、わがまちは活
性化してきた、わがまちは元気になってきたという話はあまり聞こえて
きません。この原因はまちづくりの見方・考え方が混乱しているからだ
と思います。
　北海道池田町の「十勝ワイン」も、テーマパークも食のイベントも、
それ自体がまちづくりなのでは決してなく、それそのものがまちの経済
を活性化に導いたわけでもありません。ワインもテーマパークも食のイ
ベントなども、むしろまちづくりの“結晶”と捉えるべきだと思いま
す。

●“マネづくり”からは何も生まれない

1
マネづくりより、まちづくり



第１章　まちを元気にするとは？　11

　では、まちづくりとは、何をすることなのでしょうか。
　まちづくりとは、地域に起こる様々な問題・課題を、まちの人々が自
ら考え協力し合って解決していく「過程」のことです。したがって、ま
ちづくりに対する評価の重点は、その「過程」についてより重く置かれ
るべきです。
　しかしながら、一般的にまちづくりは、「過程」よりも「結果」。つま
りまちづくりによって何がつくられ、どんなコトが起きたのか・行われ
たのかといった現象面のみが注目されることが多いようです。
　“結果は過程の積み重ね”なのに、結果だけが気になるといったまち
づくりに対するこのような見方・考え方が、一部でまちづくりを混乱さ
せているソモソモの原因ではないかと思います。「まちづくりの重要な
ポイントは目に見えないところにあるものだ」と認識することがまず必
要です。

　例えば海に氷山が浮かんでいる姿を想像してみてください。真水と塩
水の比重の差でもって、浮かんで顔を出している部分が全体の 10％。
あとの 90％は沈んでいてそれでバランスが取れている訳です。
　この氷山全体をまちづくりと見た時、「十勝ワイン」「テーマパーク」
「Ｂ級グルメ」などは浮かんで顔を出している部分、全体の 10％にすぎ
ないのです。それを支えているもっと大きな部分に目を向けなければ、
まちづくりの本質を見誤ります。
　私はこれを“まちづくり氷山論”と呼んでいます。例えば、地域変革
＝まちづくりに興味と関心を持っている私たちが、それぞれに成功して
いる地域に視察調査に行って、見て、聞いて来なければいけないのは原
材料の調達方法・販売システム・年間売上・集客数等々ではなく、それ
を支えているもっと大きな要素に着目すべきです。それぞれの地域の気
候風土、産業構造、住民の年代・世帯の構造、雇用状況、交通条件……

●まちづくりは、見えないところが大切！

●“楽屋のドラマ”こそ、まちづくりの源泉
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　地域を変革する「まちづくり」とは、現状と目指すところとのギャッ
プを埋めていくことです。したがって、地域がどんな課題を抱えている
か、課題に気づかなければ何も始まりません。
　課題を発見するには、主に２つのアプローチがあります。１つは、現
状から課題発見すること。これをフォアキャスティング・アプローチと
いいます。これは目前の課題をどう解決するか、それを解決したら次の
課題にどう対応するかと捉えていくやり方です。即効性はありますが、
結果的にどのような地域になるかが、見えないというのが致命的です。
もう１つは未来から課題発見すること。これをバックキャスティング・
アプローチといいます。ここでは後者を説明しましょう。

　私はかつて市役所の先輩から、「責任ある行政人の仕事というのは、
どのくらい先（未来）が読めているかでキマル」といわれたものです。
今、目の前にある案件に対応するにも、わがまちの将来あるべき姿を常
にアタマに置きながら進めていくことです。その象徴として行うのが人
口推計です。もちろん、そのような考え方をしなくても、仕事は進めら
れます。しかし、常に未来を頭に置きながら今に対応することで、仕事
の質の向上が図られます。仕事の深みが増し、説得力まで生まれてくる
ものです。
　私は、国交省の地域振興アドバイザーとして、初めて訪れる自治体の
場合、必ず事前にデータをいただいて人口推計をし、その表を持って出
かけたものです。そしてその自治体が抱える地域課題を説明し、こうな
らないようにするには、まずどの部分からアプローチすべきかという視

●人口推計こそ地域課題発見の基本

9
どのくらいまちの未来が
見えているか？
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点で政策アドバイスを行いました。
　多くの場合、表を見てハッとし、そして頭を抱える自治体がほとんど
でした。つまり、多くの自治体では、地域の将来的な課題を予想するこ
とをしてこなかったのです。現象対応の「対策」は行ってきたけれど、
より深いところに対応する「政策」は行っていなかったといえるでしょ
う。そこで、私が日頃行っている政策形成研修では、この人口推計にも
とづく地域課題の発見とそれへの対応策の検討を必ず行うようにしてい
ます。
　それでは、この人口推計表からどんな地域課題が読み取れるか、考え
ていきましょう。

　５年後・10 年後・15 年後のまちの様子・暮らしの様子を予想しま
す。素晴らしい・幸せいっぱいのわがまちが待ち受けているのなら放っ
ておけばいいのです。しかし、ある部分に不安要素が予想されるとする
と、そうならないように今からどんな手を打っていかなければならない
か、視点を未来において今から“打つべき手”を考える、これが“課題
の先取り＝バックキャスティング・アプローチ”という取り組み方で
す。
　では、どうすれば５年後・10 年後・15 年後が予想できるでしょうか？　
そこで行うのが「人口推計」です。地方行政が担うのは、住民のための
仕事です。とすれば、今後地域がどのような人口構造となっていくのか
を予想して課題を把握・先取りすることは、最も重要な仕事です。
　次頁の表をご覧ください。これはある自治体の将来人口を推計したも
のです。推計の基とした平成 20 年と 25 年は、住民基本台帳データで
す。この人口推計から、地域が抱えている課題を読み取るのです。
　人口推計のやり方・計算の仕方が分かると、課題が読み取りやすくな
ります。そこでここでは人口推計の１つの手法、「コーホート変化率
法」に取り組んでみたいと思います。実に単純な手法ですので、あなた
も試してみてください。次頁の表をもとに説明します。

●人口推計表のつくり方
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　最近、「問題解決力」の必要性がいわれます。しかし、私は「問題解決
・

力」

より大切なのは「問題解析
・

力」だと思っています。問題の上っ面をただ認識す

るのではなく、問題の問題はどこにあるのか、その問題の本質は何なのかを追

及する視点と姿勢が自治を担う職員には大切です。問題の熟成ともいわれま

す。そこまで突き詰めると、それは「課題」といわれます。

　政策形成において、「問題」と「課題」は異なるものです。問題は「現象」

を、課題は「原因」を表象します。

　昔、義務教育の現場で「子どもたちの荒れる・キレル・刺す」が大きな問題

になったことがあります。先生が中学生に刺されて亡くなってしまった事件ま

で発生しました。

　当時、これは大きな社会問題でした。放って置けない社会現象です。このよ

うな時に例えば行政が「地域内の危険物販売業者」あてに「子どもたちにバタ

フライナイフなどの危険物を販売しないように」という通達を出したとしま

す。「こんな紙切れ1枚で、子どもたちのいじめが収まると思っているのか」

と考えたら、それは考え違いです。

　行政は、目の前に放っておけない社会問題・現象が生じたら、すぐに何らか

の対応策を施します。放っておけないのですから。しかし、それだけで子ども

たちの荒れる・キレルへの対応が全て済んだとも思わないのです。

　最近、そのような現象が広がっているのは、どこに根本的な原因があるの

か？　学校に問題があるのか？　あるいは家庭に？　あるいは地域に？……

と、根本的な原因を究明してそこにはジワジワと対応していくのです。すぐや

らなければいけない現象にはとにかくすぐに対応します。ジワジワ取り組まな

ければいけない原因にはジワジワと、この両面の対応が責任ある行政の対応な

のです。

　また、現象への対応は、「対策」といいます。より一層根本的な部分に問題

意識を集中させてこそ「政策」といえるのです。

●●●●●●●　実践のヒント　　「問題」と「課題」は、本質的に異なる
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